
 

令和４年度“生野小プロジェクト”の推進 

校長 三谷 禎 

児童一人ひとりが夢や目標をもち、その実現に向けて意欲的に学ぶことができるように、学校・家庭・地域社会の連

携を深める地域連携教育を推進しながら、特色ある学校教育を推進します。 

 

   山の田中学校区の「目指す子ども像」 

  『関わりを大切にし、ともに夢を語れる子』 
  関わり（ひと・もの・こと）あいの中で、ともに（共に、友に）夢を語れる子を育成したい 

 

   学校教育目標 

  『夢の実現に向けて、ともに学び続ける児童の育成』（小中共通） 

～新しい時代を生き抜く力を育てる学校づくり～ 
 

 

 

 

(徳) ほがらかな子 

やさしく思いやりをもち、 

笑顔であいさつする明るい子 
 

○ コミュニティ･スクールを推進します。 

・学校、家庭、地域が協働した 

子どもたちの健やかな育ちの推進 

○ 考え、議論する道徳授業の充実 

・道徳教育プロジェクト推進校としての

実践 

○ 教育相談の充実を図ります。 

・教育支援委員会 児童理解タイムの充実 

・生活アンケート（毎週）の実施 

(体) つよい子 
心身ともに健康で、最後まで 

粘り強くやりぬく子 
 

○ 体力の向上を図ります。 

・体育の授業を通した体力づくりの推進 

・休み時間を活用した運動習慣の形成 

○ 基本的生活習慣の育成を図ります。 

・幼保･小･中15年間を見通した学習規律及び生活習

慣の形成（私たちの10の誓い） 

・PTA と連携した「早寝・早起き・朝ごはん」運動

の推進 

(知) ただしい子 
正しく自ら考え判断し、学び合う子 

 
○ 学力の向上を図ります。 

・外国語教育、iPadを活用した教育の充実等、新学指導要領に対応する教育活動の推進 

・「家庭学習の手引き」等を活用した家庭学習の習慣化 

○ 研修の活性化を図ります 

・一人一授業、互見授業、外部講師の導入等による授業改善（道徳科を中心に） 

・三校（生野小 山の田小 山の田中）合同研修会の充実 

○ 個に応じたきめ細かな指導を行います。  

 

 

○ 地域の人にも 進んであいさつをしよう 

○ よい本をたくさん読んで 

         大きな夢をもとう 

○ しずかに心をこめて そうじをしよう 


